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～「戦国最強」に負けない活躍を誓って～
11月20日（金）に、ふれあいバスの新車両のお披露目会が行われました。

新車両は乗降しやすいようノンステップとなっており、
車体には「可児才蔵」がデザインされています。

いっぺん見てみてみたけ



第４回 定例会  12月4日～11日

■令和２年度補正予算などの議案15件を審議・採決
■７議員が町政について質問

第１日目（12 月 4 日）
・議長報告（３件）・各議案及び発議の上程、提案理由の説明（13件）・請願の委員会付託（２件）
第２日目（12 月 8 日）
・一般質問（７議員）
総務建設産業常任委員会（12 月９日）
・付託事件の審査及び採決
第３日目（12 月 11 日）
・議案の審議・採決（13件）
・総務建設産業常任委員会に付託された事件の審査結果報告、審議・採決（２件）

補
正
予
算

●
一
般
会
計
の
主
な
も
の

歳
入
は
、
定
額
給
付
金

な
ど
事
業
の
実
績
や
執
行

見
込
み
に
よ
る
国
・
県
補

助
金
、
基
金
繰
入
金
、
地

方
債
な
ど
を
増
額
・
減
額

し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
新
生
児
特
別
給
付

金
事
業
、
工
場
誘
致
条
例

の
誘
致
企
業
奨
励
金
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
費

な
ど
の
増
額
や
、
定
額
給

付
金
な
ど
事
業
完
了
や
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
人
件

費
な
ど
の
減
額
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算

会　　計 補正額 補正後の総額
一般会計補正予算（第７号） 2,741万7千円の増 131億5,801万6千円
国民健康保険特別会計補正予算（第３号） １万9千円の増 23億4,746万8千円
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 14万9千円の増 2億4,305万6千円
介護保険特別会計補正予算（第２号）
（保険事業勘定） 44万7千円の増 18億5,045万4千円

水道事業会計補正予算（第２号）
　収益的収入・収益的支出 6万4千円の減 6億4,250万6千円
下水道事業会計補正予算（第２号）
　収益的収入 85万円の減 ７億15万円
　収益的支出 715万円の増 6億1,915万円
　資本的収入 85万円の増 2億1,085万円
　資本的支出 85万円の増 5億5,115万円

みたけ議会のたより （令和3年2月15日号）
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議
長
報
告

●
議
員
派
遣
報
告
書

●
定
例
監
査
実
施
報
告
書

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て
（
令
和
２
年
８
月
分
か
ら
令

和
２
年
10
月
分
ま
で
）

報
　
　
告

条
　
　
例

●
御
嵩
町
防
災
行
政
無
線
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

御
嵩
町
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ

タ
ル
式
設
備
に
整
備
し
た
こ
と
に

伴
い
、
施
設
の
種
別
や
位
置
な
ど

に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
御
嵩
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
個

人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
に
係

る
所
得
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て

改
正
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

●
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
延
滞
金
な
ど
に
関
す
る
用
語

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
５
件

の
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

発議第３号
不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書　の審議内容
意見書提出者に対する質疑

問 　清水亮太　議員

①意見書に「事実婚」の文言があるが、これに「内縁」は含まれるか。
②現在の御嵩町不妊治療費助成制度は、法律上婚姻していることが制度利用の条件となっ
ている。今回の意見書との整合性をどう考えるか。

答 　大沢まり子　議員（意見書提出者）

①「内縁」にもいろいろなケースが考えられる。全てではないが、事
実婚の中に内縁も含まれる。
②御嵩町の制度は国の制度に従って設計されているため、法令が改正
されれば、御嵩町もそれに従うと思われる。婚姻の有無に関わらず、
子どもが欲しい方を応援するのが意見書の趣旨である。

例月現金出納検査のようす

みたけ議会のたより  （令和3年2月15日号）
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審 結議 果

【表示記号】
賛否状況：○…賛成
　　　　　×…反対
　　　　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択

議　　　員　　　名

議 

決 

結 

果

高
　
山
　
由
　
行

清
　
水
　
亮
　
太

福
　
井
　
俊
　
雄

奥
　
村
　
　
　
悟

安
　
藤
　
信
　
治

伏
　
屋
　
光
　
幸

安
　
藤
　
雅
　
子

山
　
田
　
儀
　
雄

加
　
藤
　
保
　
郎

大
　
沢
　
ま
り
子

岡
　
本
　
隆
　
子

谷
　
口
　
鈴
　
男

議案第 84 号～第 94 号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ◎

発議第２号・第３号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ◎

請願第１号・第２号 － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ◎
趣旨採択

「趣旨採択」とは・・・
請願に対する議会の意思決定は、一般的には「採択」か「不採択」の２

種類しかありませんが、「請願の意思は妥当であるが、実現性の面で確信
が持てない」といった内容の請願に対しての決定の方法をいいます。

◆議会メモ

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果
議案第84号 令和２年度御嵩町一般会計補正予算（第７号）について 可決
議案第85号 令和２年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 可決
議案第86号 令和２年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 可決
議案第87号 令和２年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 可決
議案第88号 令和２年度御嵩町水道事業会計補正予算（第２号）について 可決
議案第89号 令和２年度御嵩町下水道事業会計補正予算（第２号）について 可決
議案第90号 御嵩町防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第91号 御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第92号 地方税法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決
議案第93号 指定管理者の指定について（中児童館） 可決
議案第94号 指定管理者の指定について（伏見児童館、伏見地区スポーツ施設） 可決
発議第２号 防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書 可決
発議第３号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書 可決

請願第１号 洞自治会　可児市兼山字古城山地内他20ヘクタール余の広大なる太陽光発電開発事業計画に
反対する請願書 趣旨採択

請願第２号 山田自治会　可児市兼山字古城山地内他20ヘクタール余の広大なる太陽光発電開発事業計画
に反対する請願書 趣旨採択

みたけ議会のたより （令和3年2月15日号）
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●総務建設産業常任委員会の委員長報告の要旨
委員会にて請願者の当該計画に対する反対の意向を確認し、その思いを汲み取った。しかし、請願

書の内容からは町議会が主体となり取るべき対応についての具体的な事項がうかがえないことから、審
議の結果、賛成者全員により「趣旨採択すべきもの」と決定した。

●委員長報告に対する質疑

問 　　谷口　鈴男　議員
請願の趣旨（願意）が明らかでないにもかかわらず、趣旨採択が相当という結果を導き出している。

住民からの請願は、趣旨が明確であって、その趣旨についての可否を判断するのが議会のあり方である。
なぜ趣旨採択という結論に至ったのか、その理由をまず説明していただきたい。

答 　　山田　儀雄　委員長
請願の願意からは、御嵩町議会が主体となり取るべき対応についての具体的な事項が権限外であり、

趣旨採択に相当するのではないかという意見が多かった。
今後は、紹介議員となり請願書を出すときには、請願書の願意が明確になるよう紹介議員として対応

していくことが大切。

問 　　安藤　信治　議員
請願の具体的な事項（趣旨）がうかがえないというのは、議員発議のように意見書を出して欲しい

というようなことが書いていないということか。また、この文面から忖度し、議会が行動に移すという
選択肢はないか。

答 　　山田　儀雄　委員長
今回の場合だと、採択した後に許可権者である県や関係機関へ働きかけをして欲しいという部分が

なかった。一度提出された請願は、修正することも、忖度するべきものではないと思うので、ご理解い
ただきたい。

　　　　　安藤　信治　議員
請願について、本来「採択すべきもの」という考えから、委員会が決定した「趣旨採択」に反対す

る立場で討論をさせていただく。委員会では当然採択すべきものとなり、後日委員全員でこの採択を受
けて、請願内容と同様な趣旨の意見書または決議書を議員発議でやることになると想定していた。請願
の願意が不明という意見だが、私自身はこの請願書からは、忖度すれば十分願意が推察できるため、「採
択すべきもの」と考える。

　　　　　大沢　まり子　議員
通常、請願が出された場合は、採択か不採択かの結論を出す。この請願には、願意を基として主体的に議

会が何をするべきか、という具体的な項目が明記されていなかった。この太陽光発電計画に反対している気
持ちをお酌み取りくださいというのが結論となっている。住民の方の思いは重々分かる。具体的な行動とし
て議会として何ができるかということ、そういったことの議論をしてくださいという請願ではなかったので、
それ以上の採択はできないと判断し、趣旨は理解できるという思いで、この「趣旨採択」という結論に達した。

反　対

賛　成

「請願第１号 洞自治会　可児市兼山字古城山地内他 20 ヘクタール余の広大なる太陽光発電
開発事業計画に反対する請願書」および「請願第２号 山田自治会　可児市兼山字古城山地
内他 20 ヘクタール余の広大なる太陽光発電開発事業計画に反対する請願書」の審議内容

●請願審査報告書による「趣旨採択すべきもの」の可否についての討論

みたけ議会のたより  （令和3年2月15日号）
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一 般 質 問 と は ？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が町に対して質問を行います。今回
の一般質問であなたの生活にかかわる内容は
ありますか？

福井　俊雄　議員 … ………………… ８ページ
〇新庁舎建設について

山田　儀雄　議員 … ………………… ８ページ
○リニア建設発生土に関するＪＲ東海との協議
について

岡本　隆子　議員 … ………………… ９ページ
○美佐野地区リニアトンネルから発生する発生
土と要対策土の埋め立てと処分について

安藤　雅子　議員 … ………………… ９ページ
○日常生活支援総合事業について

奥村　悟　議員 … ………………… 10 ページ
○コミュニティ・スクールの目指すべき姿につ
いて
○町道の道路愛称名について

大沢　まり子　議員 ……………… 11 ページ
○オリジナル婚姻届・出生届について
○「徘徊高齢者見守りシール」の導入について

清水　亮太　議員 … ……………… 11 ページ
○役場の働き方改革について
○ユーチューブの活用について

きいてみたいな、
こんなこと

一 般 質 問

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責です。一般質問
のページに掲載した内容について、議員に直接連絡がつかない場
合は、ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）を添
えて、議会事務局まで書面にてお届けくだされば、各議員に連絡
いたします。

文責についてお知らせ

掲載してある質問、答弁は要約となっております。会議録は町
ホームページや議会事務局で閲覧できます。

内容について

みたけ議会のたより （令和3年2月15日号）
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問
①
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
新
庁
舎
の
完
成
時
期
に
つ
い
て

③
新
庁
舎
建
設
を
含
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
税

収
の
影
響
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に

つ
い
て

答

�

【
総
務
部
長
】

①
現
在
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転

用
申
請
及
び
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
申
請
に
向
け
た
建
設
用
地

の
基
盤
整
備
詳
細
設
計
並
び
に
新
庁

舎
の
建
物
の
基
本
設
計
を
進
め
て
い

る
段
階
に
あ
る
。

②
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
で
は
、
令

和
５
年
度
の
開
庁
を
目
指
し
た
が
、

現
在
進
め
て
い
る
基
盤
整
備
詳
細
設

計
に
お
い
て
、
関
係
機
関
と
の
協
議

に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

現
段
階
で
は
、
令
和
６
年
度
ま
で
ず

れ
込
む
公
算
が
大
き
い
状
況
に
あ
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
税
収
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
約

1
，5
0
0
万
円
の
減
収
、
来
年
度

は
、
町
民
税
個
人
分
・
法
人
分
の

減
収
の
ほ
か
、
固
定
資
産
の
評
価

替
え
に
よ
る
減
収
も
見
込
ん
で
い

る
。
新
庁
舎
建
設
な
ど
を
控
え
、
今

ま
で
以
上
に
厳
し
い
状
況
を
想
定

し
て
い
る
が
、
新
庁
舎
建
設
が
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
コ

ス
ト
意
識
の
徹
底
と
、
無
駄
の
な

い
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問
リ
ニ
ア
建
設
発
生
土
に
関
す
る

協
議
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

答

�

【
町
長
】

リ
ニ
ア
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は

大
き
な
問
題
を
提
示
さ
れ
た
と
感
じ

て
い
る
。
建
設
発
生
土
は
、
安
全
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
土
と
は
限
ら
な

い
。
有
害
物
質
が
基
準
値
を
超
え
て

し
ま
っ
て
い
る
土
は
対
策
が
必
要
な

「
要
対
策
土
」
と
み
な
さ
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
確
保
、
チ
ェ
ッ
ク
の
し
や
す

さ
の
観
点
か
ら
、
町
有
地
は
売
買
で

は
な
く
、
賃
貸
借
に
し
て
は
ど
う
か

と
の
議
員
の
提
案
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
検

討
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

私
も
賃
貸
借
の
方
が
安
全
管
理
し

や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
が
、
賃
貸
借
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も

多
く
の
課
題
や
疑
問
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
段
階
で
は
確
認
事
項
も
多
く
、

結
論
を
出
せ
る
状
況
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
は
結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る

の
は
事
実
で
あ
り
、
議
会
や
町
民
の

皆
様
と
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た

い
。

福井俊雄　議員

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

関
係
法
令
の
手
続
き
お
よ
び

　
　
各
種
設
計
を
進
め
て
い
る

問答

山田儀雄　議員

リ
ニ
ア
建
設
発
生
土
に
関
す
る

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
に
つ
い
て

今
後
も
多
く
の
課
題
や
疑
問
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

問答

新庁舎建設予定地

みたけ議会のたより  （令和3年2月15日号）
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問
①
総
合
事
業
が
移
行
し
た
こ
と

に
よ
る
影
響
と
成
果

②
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
を
シ
ル
バ
ー
に

委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て

答

�

【
民
生
部
長
】

①
総
合
事
業
が
移
行
し
た
こ
と
の
影

響
は
特
に
な
い
と
考
え
る
。
本
町
で

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
独
自
事

業
と
し
て
「
買
い
物
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

要
支
援
か
ら
要
介
護
に
移
行
さ
れ
た

方
は
な
く
、
逆
に
運
動
能
力
が
向
上

し
要
支
援
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
い
た
。

本
当
に
運
動
が
必
要
な
方
に
適
切
な

運
動
が
提
供
で
き
て
お
り
、
成
果
が

出
て
い
る
と
考
え
る
。

②
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
専
門
職
が
い
な
い
た
め
、
現
状

で
は
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
他
の
市
町
で
は
基

準
の
専
門
職
の
ほ
か
に
、
介
護
福
祉

士
な
ど
を
講
師
と
し
た
研
修
を
受
講

し
た
者
を
専
門
職
に
代
わ
る
人
員
要

件
と
し
て
認
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
訪
問

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
女

性
会
員
の
増
加
、
い
き
が
い
づ
く
り
、

地
域
の
見
守
り
体
制
の
構
築
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
他
市
町
の
実
施

状
況
な
ど
も
研
究
し
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
協
議
、
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

問
①
断
る
こ
と
も
あ
る
と
答
弁
さ

れ
た
町
長
の
お
気
持
ち
に
か
わ
り
は

な
い
か

②
二
重
遮
水
シ
ー
ト
に
よ
る
封
じ
込

め
に
つ
い
て

③
な
ぜ
御
嵩
町
だ
け
が
最
終
処
分
な

の
か
に
対
す
る
疑
念
は

④
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
返
事
を
さ
れ
る
か

⑤
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
提
案
に
い
つ
ご
ろ
ま

で
に
返
事
を
さ
れ
る
の
か

⑥
町
民
に
対
し
て
の
情
報
公
開
の
お

考
え
は

答�

【
町
長
】

①
変
わ
り
は
な
い
。

②
二
重
の
遮
水
シ
ー
ト
で
要
対
策
土

を
包
み
込
ん
だ
後
、
安
全
土
で
埋
め
、

シ
ー
ト
が
劣
化
し
な
い
よ
う
に
し
、

水
の
通
り
を
防
い
で
管
理
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
全
て
が
完
了
し
た
後

の
安
全
対
策
と
い
う
面
で
は
一
定
の

評
価
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
埋
め

立
て
期
間
中
の
対
策
な
ど
、
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
多
い
。

③
要
対
策
土
の
最
終
処
分
に
つ
い
て

は
、
リ
ニ
ア
の
沿
線
市
町
そ
れ
ぞ
れ

が
非
常
に
多
く
の
心
配
ご
と
を
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

④
⑤
現
段
階
で
答
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

⑥
御
嵩
町
情
報
公
開
条
例
で
公
文
書

は
原
則
公
開
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
の
説
明
も
議
会
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
聞
い
て
お
り
、
隠
す
つ
も
り
は

な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
意
向
を
確
認
す

る
必
要
は
あ
る
が
、可
能
な
限
り
オ
ー

プ
ン
な
状
態
で
協
議
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

安藤雅子　議員

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

つ
い
て

町
の
独
自
事
業
に
お
い
て
成
果

が
で
て
い
る

問答

岡本隆子　議員

美
佐
野
地
区
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
か
ら

発
生
す
る
発
生
土
と
処
分
に
つ
い
て

オ
ー
プ
ン
な
場
で
多
く
の
課
題
や

疑
問
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

問答

買い物リハビリテーション事業

みたけ議会のたより （令和3年2月15日号）

8

一
般
質
問



問
①
各
小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
現
状
と
課
題
は

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
あ

る
べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
進
む
方
向
性
は

③
地
域
学
校
協
働
活
動
を
進
め
る
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

の
連
携
・
協
働
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
中
身
と
そ
の
効
果

は答

�

【
教
育
長
】

①
学
校
運
営
協
議
会
か
ら
、
学
校
の

基
本
方
針
な
ど
を
承
認
さ
れ
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、
学
校
は

自
信
を
も
っ
て
学
校
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

て
取
り
組
む
よ
う
に
配
慮
す
る
。

②
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
学

校
運
営
の
基
盤
を
つ
く
り
、
学
校
課

題
を
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。

③
少
子
化
・
高
齢
化
の
中
、
地
域
の

活
性
化
な
ど
の
点
か
ら
、
学
校
と
地

域
は
連
携
・
協
働
し
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

学
校
協
働
活
動
は
地
域
と
学
校
が
Ｗ

ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
で
実
施
す
る

活
動
で
あ
る
。
地
域
と
学
校
が
協
働

す
る
仕
組
み
と
し
て
「
御
嵩
町
地
域

学
校
協
働
本
部
」
を
設
置
し
た
。
学

校
運
営
協
議
会
と
連
携
し
、
教
育
の

課
題
や
目
標
な
ど
が
共
有
さ
れ
、
教

育
の
質
の
向
上
や
地
域
づ
く
り
な
ど

へ
の
効
果

が
期
待
さ

れ
る
。

問
①
み
た
け
エ
コ
ラ
イ
ン
は
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
愛
称
と
し
て
定
め

ら
れ
た
の
か

②
向
陽
通
り
な
ど
以
前
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
名
称
を
掘
り
起
こ
し
、
町

が
道
路
愛
称
と
し
て
定
め
、
標
識
板

や
案
内
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

③
生
活
に
密
着
し
た
道
路
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
施
策
と
し
て
、
対
象

路
線
や
区
間
を
選
定
し
、
募
集
な
ど

に
よ
り
愛
称
を
定
め
て
は
ど
う
か

答

�

【
建
設
部
長
】

①
丸
山
ダ
ム
再
開
発
事
業
に
よ
り
資

材
運
搬
線
と
し
て
整
備
さ
れ
、
特
別

に
町
道
名
の
他
に
名
称
募
集
を
し
た

も
の
で
あ
る
。

②
人
が
集
う
行
事
や
商
い
な
ど
に
よ

り
発
生
し
た
名
称
に
異
論
は
な
い
が
、

道
路
法
に
よ
り
維
持
管
理
を
す
る
上

で
、
現
在
の
町
道
管
理
は
合
理
的
で

あ
り
不
都
合
は
な
い
。
愛
称
名
区
間

と
町
道
番
号
区
間
が
一
致
し
な
い
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
要
な
混
乱

や
経
費
の
投
入
は
極
力
避
け
て
い
き

た
い
。

③
町
の
活
性
化
の
一
助
に
な
り
得
る

が
、
ど
の
区
間
を
ど
の
よ
う
な
理
由

で
何
を
活
性
化
す
る
か
な
ど
、
町
全

体
の
中
で
目
標
を
打
ち
立
て
た
上
で

愛
称
を
募
集
す
べ
き
と
考
え
る
。
と

は
い
え
今
後
に
備
え
、
自
治
会
な
ど

で
愛
称
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
道
路

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
ご
紹
介
を
願
う
。

奥村　悟　議員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て

取
り
組
む

問答

町
道
の
道
路
愛
称
名
に
つ
い
て

町
道
の
維
持
管
理
は
現
行
と
し
、

愛
称
募
集
に
は
慎
重
を
期
し
た
い

問答

コミュニティ・スクールのイメージ

愛称募集により名付けられた
みたけエコライン

みたけ議会のたより  （令和3年2月15日号）

9

一
般
質
問



問
お
祝
い
の
気
持
ち
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
用
紙
を
考
え
て
は
ど
う
か

答�

【
民
生
部
長
】

婚
姻
届
は
、
規
定
の
様
式
で
提
出

さ
れ
る
方
も
い
れ
ば
、
結
婚
情
報
誌

な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
様
式
で
提

出
さ
れ
る
方
も
い
る
。
届
出
様
式
は
、

結
婚
式
場
に
も
置
い
て
あ
り
、
役
場

の
窓
口
で
様
式
を
受
け
取
る
方
は
少

な
い
。

出
生
届
は
、
規
定
の
様
式
で
提
出

さ
れ
る
方
も
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
様
式
で
提
出
さ
れ
る
方
も

い
る
。
届
出
様
式
は
役
場
窓
口
以
外

に
産
婦
人
科
病
院
に
も
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
様
式
を
採
用
し
て

い
る
自
治
体
は
、
可
児
市
や
多
治
見

市
な
ど
近
隣
の
自
治
体
で
も
多
く
あ

る
。

出
生
、
婚
姻
の
思
い
出
に
な
る
こ

と
や
、
地
元
へ
の
愛
着
に
も
繋
が
る

な
ど
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
町
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
入
れ
る

こ
と
で
、
町
外
の
方
々
に
も
本
町
の

P
R
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

町
に
お
い
て
も
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
。

今
後
、
町
の
若
手
職
員
の
意
見
を

聴
く
な
ど
の
手
法
を
考
え
な
が
ら
、

早
い
時
期
の
導
入
を
め
ざ
し
た
い
。

問
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
見
守
り
シ
ー
ル

交
付
事
業
に
対
す
る
見
解
は

答

�

【
民
生
部
長
】

本
町
で
は
、
行
方
不
明
高
齢
者
Ｓ

О
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ほ
っ
と
ね
っ

と
」
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
毎
年

模
擬
訓
練
を
行
い
、
協
力
機
関
へ
の

連
絡
・
通
知
方
法
の
確
認
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
実
際
の
行
方
不
明

高
齢
者
に
対
し
、
協
力
機
関
か
ら
情

報
が
寄
せ
ら
れ
無
事
に
早
期
発
見
・

保
護
で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
見
守

り
体
制
は
構
築
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
シ
ー
ル
事

業
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
に
よ
り
瞬
時
に
家
族
に
連
絡
が
取

れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

認
知
症
高
齢
者
は
、
町
内
に
限
ら

ず
、
町
外
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
場
合
に
も
情
報
が
得
ら
れ

る
こ
と
か
ら
有
効
だ
と
考
え
る
。

今
年
度
は
「
ほ
っ
と
ね
っ
と
」
を

活
用
す
る
よ
う
な
行
方
不
明
高
齢
者

の
発
生
は
無
く
、
緊
急
性
は
な
い
状

況
だ
が
、
近
隣
自
治
体
で
始
ま
っ
た

事
業
の
運
用
状
況
を
み
な
が
ら
導
入

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

大沢まり子　議員

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
・
出
生
届

に
つ
い
て

早
い
時
期
の
導
入
を
目
指
す

問答

「
徘
徊
高
齢
者
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
導
入
に
つ
い
て

近
隣
自
治
体
の
運
用
状
況
を
み
な
が
ら
導
入
の

検
討
を
す
る

問答

「ほっとねっと」模擬訓練

みたけ議会のたより （令和3年2月15日号）
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問
①
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
な
い
環
境

が
で
き
て
い
る
か

②
パ
ソ
コ
ン
の
ロ
グ
で
勤
怠
管
理
を

行
う
考
え
は
あ
る
か

③
残
業
時
間
が
特
定
の
課
、
個
人
に

偏
っ
て
い
な
い
か

④
自
主
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
人
事

評
価
に
加
味
さ
れ
る
の
か

⑤
「
御
嵩
町
職
員
自
主
学
習
講
座
受

講
助
成
」
の
利
用
状
況
は

答

�

【
副
町
長
】

①
時
間
外
勤
務
は
、
所
属
長
の
命
令

で
行
う
も
の
で
あ
り
、
事
前
承
認
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
時
間
外

勤
務
の
実
施
に
つ
い
て
は
厳
格
に

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
の
な
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

②
I
C
T
の
有
効
な
活
用
方
法
を

調
査
・
研
究
を
し
、
勤
怠
管
理
も
含

め
実
現
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
行
っ

て
い
く
。

③
新
た
な
政
策
課
題
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
課
に
よ
り
残
業
時
間
の
偏

り
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
偏
り
を
緩

和
す
る
た
め
、
人
事
配
置
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
る
。

④
人
事
考
課
の
評
価
項
目
の
一
つ
に

「
知
識
・
技
術
」
が
あ
り
、
こ
こ
で

自
己
学
習
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
し

て
い
る
。

⑤
平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

3
年
間
で
、
2
件
の
利
用
の
み
で

あ
っ
た
。
改
め
て
制
度
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

問
①
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
て

可
児
才
蔵
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
考
え
は
あ

る
か

②
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
町
の
歴
史
、
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る

考
え
は

答

�

【
総
務
部
長
】

①
本
年
度
、
公
益
財
団
法
人　
地
域

社
会
振
興
財
団
の
交
付
金
を
活
用
し
、

戦
国
最
強
の
武
将
「
可
児
才
蔵　
武

功
伝
承
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
可

児
才
蔵
の
動
画
を
制
作
し
た
。
現
在

は
、
わ
い
わ
い
館
で
開
催
の
可
児
才

蔵
武
功
伝
承
館
で
の
み
視
聴
で
き
る

が
、
令
和
３
年
３
月
の
期
間
終
了
後

は
、
町
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
考
え
て
い
る
。

現
在
、
町
の
歴
史
・
文
化
な
ど
の
紹

介
と
可
児
才
蔵
を
う
ま
く
絡
め
た
新

た
な
動
画
の
制
作
に
つ
い
て
、
有
利

な
財
源
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

②
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
は
、
Ｐ
Ｒ
効
果
は
高
い
と
思
う
が
、

コ
ス
ト
や
期
待
す
る
効
果
、
制
作
し

て
く
れ
る
方
を
ど
う
決
め
る
か
な
ど
、

勉
強
す
べ
き
こ
と
も
多
い
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
へ
の
依
頼
も
一
つ
の
手

法
と
は
思
う
が
、
本
町
の
魅
力
の
新

た
な
発
見
や
再
認
識
と
い
う
意
味
か

ら
も
、
高
校
生
を
は
じ
め
若
い
世
代

の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
制
作

し
、
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

清水亮太　議員

役
場
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
無
い
環
境
が

整
っ
て
い
る

問答

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
発
信
を

検
討
す
る

問答

可児才蔵武功伝承館の
可児才蔵紹介 VTR
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審 結議 果

審 結議 果

議案番号 事　　件　　名 結果

議案第79号 令和２年度御嵩町一般会計補正予算（第６号）について
　2,150万円の増：総額131億3,059万9千円 可決

議案第80号 工事請負契約の締結について
（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第２、３期防災工事） 可決

議案第81号 工事請負契約の締結について
（令和元年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第５-３-１期防災工事） 可決

議案第82号 工事請負契約の締結について（中公民館空調設備改修工事） 可決

議案番号 事　　件　　名 結果

議案第83号 御嵩町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　令和２年人事院勧告に伴う、期末手当の引き下げ 可決

第6回 臨時会　令和2年11月5日

第7回 臨時会　令和2年11月30日

議長報告
福祉保育職場の配置基準と賃金の引き上げの実現を目指し国に対し意見書提出を求める陳情
（陳情者　全国福祉保育労働組合東海地方本部　執行委員長　越須賀舞）

加藤　保郎 議員　逝去
故加藤保郎議員は、平成23年7月に初当選以来、3期目の当選をされご活躍されて

いましたが、12月23日に70歳にてご逝去されました。

心より追悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

故加藤議員の主な職歴

・町議会議員 当選3回

・議長、副議長、総務建設産業常任委員会委員長、監査委員

みたけ議会のたより （令和3年2月15日号）
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（11月～１月）議 会 日 誌

お知らせ

11月
  1日 御嵩町菊花展審査会
  4日 議会報編集委員会

地方自治連絡協議会
  5日 議会運営委員会

全員協議会
第６回臨時会
議会活性化研究会

12日 地元国会議員訪問（東京）
13日 議会運営委員会
16日 多治見法人会面談
17日 可茂町村議会議長会 第２回議長会
18日 新庁舎等建設特別委員会協議会

議会活性化研究会
19日 総務建設産業常任委員会協議会

20日 民生文教常任委員会協議会
ふれあいバスお披露目会

24日 事業評価に係る勉強会
29日 町制65周年 御嵩町功労者表彰式
30日 第７回臨時会

議会活性化研究会

  2日 全員協議会
議会運営委員会
岐阜県町村議会議長会臨時総会・第３回評議員会

  4日 第４回定例会（初日）
議会報編集委員会

  8日 第４回定例会（一般質問）
  9日 総務建設産業常任委員会

11日 第４回定例会（採決）
16日 名鉄広見線活性化協議会
22日 議会報編集委員会
23日 第２回可児川防災ため池組合議会定例会
27日 御嵩町消防団年末夜警激励

  4日 仕事始めの式
12日 議会報編集委員会
19日 議会報編集委員会
20日 新庁舎等建設特別委員会協議会

議会活性化研究会
27日 議会報編集委員会
29日 議会運営委員会

全員協議会

本会議�
議案などを審議し、議会の最

終的な意思を決定する、全議員で
構成する会議です。議長が議事を
進行します。
一般質問�
議員が、定例会本会議におい

て、議案に関係なく広く行政全般
にわたって、執行部の報告、説明、
所信の表明を求め、疑問点をただ
すことです。
委員会�
議会の内部審査・調査機関と

しての ( 常任・議会運営・特別 )
委員会があります。
審議�
議案などについて説明を聞き、

質疑し、討論をし、表決をする一
連の流れのことです。

ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、氏名な
どを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
　　　　感染症予防のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いします。
また、発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状がある場合は、
傍聴をご遠慮ください。（受付時の検温にご協力ください。）

お願い
一般質問の模様が生中継（場

合によっては録画放送）されま
す。ぜひ、ご覧ください。

月　日 曜日 会議 内　容

3月3日 水 本会議 会期の決定、町長の施政方針の発表、諸般
の報告、議案の上程及び提案理由の説明

10日 水 本会議 一般質問、施政方針に対する質問

11日 木 本会議 一般質問、施政方針に対する
質問、議案の委員会付託

15日 月 委員会 付託事件の審査（民生文教）
17日 水 委員会 付託事件の審査（総務建設産業）
18日 木 休会 議案精読（委員会予備日）

19日 金 本会議 付託事件の審査結果報告並びに審議及び採決
議案の審議及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和３年
第１回定例会（予定）
３月３日（水）から３月 19 日（金）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？ 一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます

１月
12月

みたけ議会のたより  （令和3年2月15日号）
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議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
５
月
発
行（
第
１
回
定
例
会
）予
定
で

す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和3年2月15日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

11
月
12
日（
木
）に
、
地
元
選
出
国

会
議
員
を
訪
問
し
、
亜
炭
鉱
跡
防
災

対
策
事
業
の
延
長
な
ど
、
町
の
重
要

施
策
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

新
庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会 

設
計
事
務
所
と
の
協
議

新
庁
舎
内
の
諸
室
の
配
置
や
設
備

に
つ
い
て
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

担
当
す
る（
株
）東
畑
建
築
事
務
所
と

の
協
議
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

11
月
18
日（
水
）は
、
議
会
関
連
ゾ
ー

ン
の
配
置
を
中
心
に
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

事
業
評
価
の
勉
強
会

11
月
24
日（
火
）に
、
美
濃
加
茂

市
議
会
の
議
員
2
名
を
講
師
に
招

き
、
事
業
評
価
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
行
い
、
美
濃
加
茂
市
で
の
実
例
や

手
法
を
学
び
ま
し
た
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
コ
ロ

ナ
禍
で
始
ま
っ
て
コ
ロ
ナ
禍

で
終
わ
っ
た
一
年
で
し
た
が
、

今
年
に
な
っ
て
も
第
３
波
の

到
来
で
未
だ
先
が
見
え
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
議

会
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
不
要

不
急
の
行
動
の
制
限
や
あ
ら

ゆ
る
行
事
な
ど
の
中
止
に
よ

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
対
話

す
る
機
会
が
少
な
く
、
議
会

活
動
の
成
果
が
見
え
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
。
唯
一
、
議

会
と
住
民
の
皆
さ
ま
を
つ
な

ぎ
、
議
会
へ
の
理
解
と
関
心

を
広
げ
て
い
た
だ
く
主
要
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
「
議
会
の
た

よ
り
」
を
通
し
て
、
手
に
取

っ
て
読
み
た
く
な
る
、
わ
か

り
や
す
い
、
身
近
に
役
立
つ

紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
、
魅

力
あ
る
、
発
見
の
あ
る
「
議

会
の
た
よ
り
」
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

（
O
・
S
）

編
集
後
記

浜田昌良　参議院議員


